





















































のみ中税皮の報開関係方言設、め与れたがら~=0 .492 ， p (0.05)、
それ以外に宥Ji:な組関関孫はi認められなかった。このこと
から、|尚測定法方j習の間接性は低いことが京殺されたq そ
の:要隠として、選鋭}平額保持法iま 1~・ tこ変化するお襟{穫にリ
アルタイムに応答する謀議であるのに対し、湾税法は一度
覚えた8接競に線規の詑'織にj毒づいて応答する線畿である
といった滋動様式の相よ告が;影響していることが挽察された。
したがって、汚探鍛治
よう;にこ、想定される遜~動機式などの状況に応じて iM~定方法
を選択する必要性があることが考えられた合
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